
命
を
救
う
た
め
に

迅
速
な
応
急
手
当
て
を

　
突
然
目
の
前
で
人
が
倒
れ
た
時
、
皆

さ
ん
は
何
が
で
き
ま
す
か
。

　
応
急
手
当
て
が
何
も
さ
れ
な
か
っ
た

場
合
、
心
肺
停
止
か
ら
10
分
で
生
存
率

は
10
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
救
急
車
の
到
着
ま
で
に

平
均
約
10
分
、
震
災
や
大
規
模
災
害
の

発
生
時
は
さ
ら
に
時
間
が
か
か
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
傷
病
者
が
命
の
危

機
に
直
面
し
た
時
、
現
場
に
居
合
わ
せ

た
人
が
ど
れ
だ
け
早
く
応
急
手
当
て
を

行
え
る
か
が
、
傷
病
者
の
救
命
や
社
会

復
帰
も
含
め
た
今
後
の
人
生
を
大
き
く

左
右
し
ま
す
。

心
肺
蘇
生
法
を

身
に
付
け
ま
し
ょ
う

　
市
で
は
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
心
肺
蘇
生
法
や

A
E
D
の
操
作
方
法
な
ど
を
身
に
付
け

て
も
ら
う
た
め
、
応
急
手
当
て
に
関
す

る
各
種
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
開
催
日
程
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
な
り

た
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

救
急
車
の
適
正
利
用
に

ご
協
力
を

　
令
和
5
年
の
救
急
車
の
出
動
件
数
は

8
、
6
1
9
件
で
、
こ
の
う
ち
救
急
搬

送
し
た
7
、
0
1
2
人
の
約
5
割
は
入

院
の
必
要
の
な
い
軽
症
者
で
し
た
。
緊

急
性
が
な
く
、
自
分
で
病
院
に
行
け
る

場
合
は
、
自
家
用
車
や
公
共
交
通
機
関

な
ど
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
救
急
車
を
呼
ぶ
か
ど
う
か
迷
っ
た
場

合
は
、
千
葉
県
救
急
安
心
電
話
相
談

「
＃
7
1
1
9
」、
こ
ど
も
急
病
電
話

相
談
「
＃
8
0
0
0
」
で
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、
全
国
版
救
急
受

診
ア
プ
リ
「
Q
助
」
で
症
状
の
緊
急
度

を
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
意
識
が
な
い
な
ど
、
急
い
で
病
院
へ

行
っ
た
方
が
良
い
と
思
っ
た
時
に
は
、

迷
わ
ず
1
1
9
番
通
報
を
し
て
く
だ
さ

い
。
慌
て
ず
、
落
ち
着
い
て
、
は
っ
き

り
と
次
の
こ
と
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

通
報
す
る
時
に
伝
え
る
内
容

◦
救
急
車
が
向
か
う
住
所（
市
区
町
村

名
か
ら
）

◦
年
齢
・
性
別

◦
け
が
や
病
気
、
意
識
の
有
無

◦
持
病
・
か
か
り
つ
け
医
療
機
関

◦
通
報
者
の
氏
名
・
電
話
番
号

※
く
わ
し
く
は
救
急
課（
☎
22
‐
1�

2�

7�

3
）へ
。

　市では、市民の皆さんに救急隊の活動
や応急手当ての重要性を身近に感じても
らうために「救急キャンペーン」を開催し
ます。
　AEDの使用や心肺蘇生法の体験、救
急車・救急資機材・ポスターの展示など
を行います。
日時＝9月7日㈯ 午前10時〜午後3時
会場＝イオンモール成田1階和み広場・

第4駐車場

9
月
9
日
は
「
救
急
の
日
」
。
9
月
8
日
㈰
〜
14
日
㈯
は
「
救
急
医

療
週
間
」
で
す
。
命
を
救
う
た
め
の
対
処
法
を
理
解
し
、
い
ざ
と
い

う
時
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

あなたの応急手当てが命を救う

胸骨圧迫を体験

不 足 が 見 込 ま れ る

介 護 人 材 市 の 状 況 は自 主 防 災 組 織 の 結 成 で

高 ま る 地 域 防 災 力

行 政 資 料 室 で

各 種 資 料 を 閲 覧

行 政 資 料 室 で 各 種 資 料 を 閲 覧

大
切
な
命
を
救
う
た
め
に

救
急
の
日
・
救
急
医
療
週
間

救急キャンペーン

市ホームページ

広報なりた 2024.9.1広報なりた 2024.9.1 10


